
漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 上手
Ａ やり方が巧みなこと。

Ｂ ほかより優れていること。

⑦ 市場
Ａ ものの売り買いをするところ。

Ｂ 経済用語（「株式市場」などのように使う）。

⑥ 背筋
Ａ 背中の中心の線のこと。

Ｂ 背中の筋肉のこと。

⑤ 人気
Ａ 世の中の評判のこと。

Ｂ 人がいる様子。

④ 見物
Ａ 見て楽しむこと。

Ｂ 見るだけでも値打ちがあるもののこと。

③ 色紙
Ａ 折り紙に使う色のついた紙のこと。

Ｂ サインをしたりするときの四角い厚手の紙。

② 仮名
Ａ かたかな、ひらがなのこと。

Ｂ 仮の名前のこと。

読み方 ヒント（意味）

① 生物
Ａ 動物、植物などをまとめて呼ぶ。

Ｂ 加工していない生の食べ物。

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№126

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け１



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 上手
Ａ　じょうず

Ｂ　うわて

⑦ 市場
Ａ　いちば

Ｂ　しじょう

⑥ 背筋
Ａ　せすじ

Ｂ　はいきん

⑤ 人気
Ａ　にんき

Ｂ　ひとけ

④ 見物
Ａ　けんぶつ

Ｂ　みもの

③ 色紙
Ａ　いろがみ

Ｂ　しきし

② 仮名
Ａ　かな

Ｂ　かめい

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

① 生物
Ａ　せいぶつ

Ｂ　なまもの

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け１

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№127

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け２

読み方 ヒント（意味）

① 一時
Ａ １３時のこと。Ｂと同様の意味もある。

Ｂ しばらく。かつて。昔の時間区分で今の約２時間。

② 気色
Ａ 表情、顔色。天気の様子。

Ｂ きざし。ようす。ありさま。

③ 逆手
Ａ 物を逆に握ること。　⇔　順手

Ｂ 通常の方法とは逆の方法で対処すること。

④ 曲者
Ａ あやしい者。用心すべき相手。

Ｂ 芸能に巧みな者。

⑤ 根本
Ａ 物事が成り立つ大本。

Ｂ 根の部分。

⑥ 大家
Ａ 貸家の持ち主。

Ｂ ある分野でとても優れた能力をもっている人。

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑦ 大勢
Ａ 多くの人々のこと。

Ｂ 世の中のなりゆき。おおよその形勢。



漢字

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け２

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

① 一時
Ａ　いちじ

Ｂ　ひととき(いっとき）

② 気色
Ａ　きしょく

Ｂ　けしき

③ 逆手
Ａ　ぎゃくて

Ｂ　さかて

④ 曲者
Ａ　くせもの

Ｂ　きょくしゃ

⑤ 根本
Ａ　こんぽん

Ｂ　ねもと

⑥ 大家
Ａ　おおや

Ｂ　たいか

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑦ 大勢
Ａ　おおぜい

Ｂ　たいせい

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 末期
Ａ 終わりの時期。　⇔　初期

Ｂ 死にぎわ。臨終。

⑦ 後生
Ａ 後の世。死後ふたたび生まれ変わること。

Ｂ あとから生まれてきた人。後輩。

⑥ 造作
Ａ 手間や費用がかかること。もてなし。

Ｂ つくること。特に家などを建てること。

⑤ 一途
Ａ ひと筋の道。ひとつの方向。

Ｂ ひとつのことに向かい、他をかえりみないこと。

④ 変化
Ａ かわること。

Ｂ 形が変わって、違うものが現れること。

③ 工夫
Ａ 良い方法を考えること。

Ｂ 工事等に従事する労働者。

② 分別
Ａ ごみ等を分けて処理する。

Ｂ 思案をめぐらすこと。考えること。

読み方 ヒント（意味）

① 金星
Ａ 太陽系の惑星。

Ｂ 相撲で平幕力士が横綱に勝つこと。

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№128

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け３



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 末期
Ａ　まっき

Ｂ　まつご

⑦ 後生
Ａ　ごしょう

Ｂ　こうせい

⑥ 造作
Ａ　ぞうさ

Ｂ　ぞうさく

⑤ 一途
Ａ　いっと

Ｂ　いちず

④ 変化
Ａ　へんか

Ｂ　へんげ

③ 工夫
Ａ　くふう

Ｂ　こうふ

② 分別
Ａ　ぶんべつ

Ｂ　ふんべつ

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

① 金星
Ａ　きんせい

Ｂ　きんぼし

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け３

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 時雨
Ａ 晩秋から初冬にかけ降ったりやんだりする雨。

Ｂ ほどよいときに降る雨。

⑦ 下手
Ａ 物事がうまくできないこと。

Ｂ 下の方。他より低い位置。相撲の組み手の一つ。

⑥ 紅葉
Ａ 秋の山々の景色。木々の葉が色づく様。

Ｂ Ａの代表格。赤く小さなてのひらが美しい。

⑤ 一日
Ａ 各月の最初の日。

Ｂ ２４時間のサイクル。

④ 最中
Ａ 物事の進行の途中。

Ｂ 和菓子の一種。皮が上あごにべったりつくかも。

③ 利益
Ａ 得すること。ためになること。

Ｂ 神仏の力によって授かる利福を「ご利益」という。

② 能書
Ａ 自分の得意なことを吹聴すること。

Ｂ 文字を巧みに書くこと。

読み方 ヒント（意味）

① 銀杏
Ａ 御堂筋が有名。秋は黄色一色。

Ｂ 茶碗蒸しには欠かせない。Ａの木の実。

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№129

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け４



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 時雨
Ａ　しぐれ

Ｂ　じう

⑦ 下手
Ａ　へた

Ｂ　したて

⑥ 紅葉
Ａ　こうよう

Ｂ　もみじ

⑤ 一日
Ａ　ついたち

Ｂ　いちにち

④ 最中
Ａ　さいちゅう

Ｂ　もなか

③ 利益
Ａ　りえき

Ｂ　りやく

② 能書
Ａ　のうがき

Ｂ　のうしょ

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

① 銀杏
Ａ　いちょう

Ｂ　ぎんなん

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け４

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 大事
Ａ 大切なこと。

Ｂ 普段とは異なった重大な出来事。

⑦ 万歳
Ａ 手を挙げて祝福の意を表すこと。長い年月。

Ｂ 新年を祝うための歌や舞。

⑥ 来日
Ａ 外国人が日本に来ること。

Ｂ 今より後に来る日。後日。

⑤ 今日
Ａ この日。本日。

Ｂ この頃。最近。

④ 生花
Ａ 花や草木を切り取って花びんなどに挿すこと。

Ｂ 自然の生きた花。

③ 細目
Ａ こまかい項目。

Ｂ 細く開いた目。

② 一行
Ａ 文字のひと並び。

Ｂ 連れだった人々。

読み方 ヒント（意味）

① 寒気
Ａ 冷たい空気。

Ｂ 病気などのために身体に寒さを感じること。

年 組 氏名

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№130

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け５



漢字

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

Ｂ

⑧ 大事
Ａ　だいじ

Ｂ　おおごと

⑦ 万歳
Ａ　ばんざい

Ｂ　まんざい

⑥ 来日
Ａ　らいにち

Ｂ　らいじつ

⑤ 今日
Ａ　きょう

Ｂ　こんにち

④ 生花
Ａ　いけばな

Ｂ　せいか

③ 細目
Ａ　さいもく

Ｂ　ほそめ

② 一行
Ａ　いちぎょう

Ｂ　いっこう

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

① 寒気
Ａ　かんき

Ｂ　さむけ

【中学校国語ワークブック】 解答・解説シート

［漢字の読み分けシリーズ］　漢字の読み分け５

年 組 氏名

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け６

Ｂ

⑤

⑥

⑦

居所

後手

内面

一端

②

Ｂ

上物
Ａ その土地に建っている建物。

Ｂ 上等の品物。
⑧

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

③

④

一味

「虫の○○○○」Ａ

打つ手が、あとあとになってしまうこと。

家庭内や仲間内で見せる顔つき。

Ｂ 住んでいる場所。

Ａ 両手を後ろに回した状態。

Ａ

人の心や心理状態。

Ｂ

Ａ 同じ仲間。一つの味。

Ｂ 一人前。

Ｂ 「○○○○違う」という用法で、他とは違うことをいう。

Ａ 一方の端。全体の一部分。

Ａ 一生。一生涯。○○○一会
一期

Ａ 空いている部屋
空間

Ｂ

Ｂ ひとつの期間

何もない体積のひろがり。隙間。

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№131

①

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

年 組 氏名



漢字 ヒント（意味）

Ａ　あきま

解答・解説シート【中学校国語ワークブック】

Ａ　いちご

年 組 氏名

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け６

Ｂ　くうかん

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方

Ｂ　ひとあじ

Ａ　いったん

Ｂ　いっき

Ａ　いちみ

Ａ　いどころ

Ａ　うちづら

Ｂ　きょしょ

Ａ　うしろで

Ｂ　ないめん

空間

一期

一味

一端

居所

後手

内面

Ｂ　ごて
⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

Ｂ　いっぱし

Ａ

Ｂ

上物
Ａ　うわもの

Ｂ　じょうもの

短文作り 選んだ漢字：

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№132

①

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

年 組 氏名

Ａ 芝居などで最後の演目。
大切

Ａ 野球の右投げの投手。
右腕

Ｂ

Ｂ 非常に大事なこと。

最も信頼できる部下。右の腕。

Ａ 英文で最初に書く文字など。

Ｂ 神社や寺で発行するお守りの札。

Ｂ 大きい文字。「○○○○○の火」

Ａ 紙幣。

Ｂ 木の葉が落ちること。

Ａ 「住所」の丁寧語。

Ａ

たいへん人気があること。

Ｂ

Ｂ

火口
Ａ 火山の噴火口。

Ｂ

天皇の住まい。

おとなっぽい様子。

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け７

Ｂ

⑤

⑥

⑦

③

④

落葉

御所

大人気

御札

②

かまどなどの着火口。
⑧

大文字

落ちている木の葉。Ａ



漢字

Ａ

Ｂ

火口
Ａ　かこう

Ｂ　ひぐち

短文作り 選んだ漢字：

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

Ｂ　だいにんき

右腕

大切

大文字

御札

落葉

御所

大人気

Ｂ　ごしょ

Ａ　おとなげ

Ｂ　らくよう

Ａ　おところ

Ｂ　おふだ

Ａ　おちば

Ｂ　たいせつ

Ａ　おおもじ

Ｂ　だいもんじ

Ａ　おさつ

解答・解説シート【中学校国語ワークブック】

Ａ　おおぎり

年 組 氏名

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け７

Ｂ　みぎうで

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

Ａ　うわん

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№133

①

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

年 組 氏名

Ａ 神を拝するときに手をたたくこと。
拍手

Ａ 積荷の重さ。
荷重

Ｂ

Ｂ 賞賛の意味で、両手で何度も音をたてること。

責任が重過ぎること。

Ａ 子どもに人気がある、大形の黒い昆虫。

Ｂ 木材の表面の模様。

Ｂ 堅い前ばねのある昆虫の総称。

Ａ 表面、肌の調子。

Ｂ 力の強い人。登山者の荷物を運び案内する人。

Ａ トンネル工事などの坑内作業現場。

Ａ

カレーやおでんの具材。

Ｂ

Ｂ

口答
Ａ 目上の人に対して言い返すことなど。

Ｂ

最後のどたん場。

運動するときに収縮する組織。

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け８

Ｂ

⑤

⑥

⑦

③

④

強力

切羽

筋肉

木目

②

面と向かって、聞かれたことをその場で答えること。
⑧

甲虫

力や作用が強いこと。Ａ



漢字

Ａ

Ｂ

口答
Ａ　くちごたえ

Ｂ　こうとう

短文作り 選んだ漢字：

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

Ｂ　すじにく

荷重

拍手

甲虫

木目

強力

切羽

筋肉

Ｂ　せっぱ

Ａ　きんにく

Ｂ　ごうりき

Ａ　きりは

Ｂ　もくめ

Ａ　きょうりょく

Ｂ　はくしゅ

Ａ　かぶとむし

Ｂ　こうちゅう

Ａ　きめ

解答・解説シート【中学校国語ワークブック】

Ａ　かしわで

年 組 氏名

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け８

Ｂ　におも

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

Ａ　かじゅう

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け９

Ｂ

⑤

⑥

⑦

三位

左右

弱音

様様

②

Ｂ

出店
Ａ 新たに店を開店すること。

Ｂ お祭りなどで路上に並んでいるお店。露店。
⑧

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

③

④

自重

競技大会などで３番目になること。Ａ

あれやこれや。「兎角」とも書く。

弱い音、小さい音。

Ｂ 「○○○一体」

Ａ ひだりとみぎ

Ａ

もう駄目だというときに出る弱々しい言葉。

Ｂ

Ａ 車両や機械そのものの重量。

Ｂ いろいろ。多様。

Ｂ 自らの言動を慎むこと。

Ａ 感謝の気持ちを表すために用いる接尾語。

Ａ 未来。
先先

Ａ また来ること。
再来

Ｂ

Ｂ 前の前の。（○○○○週など。）

次の次の。（○○○週など。）

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№134

①

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

年 組 氏名



漢字 ヒント（意味）

Ａ　さいらい

解答・解説シート【中学校国語ワークブック】

Ａ　さきざき

年 組 氏名

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け９

Ｂ　さらい

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方

Ｂ　じちょう

Ａ　さまさま

Ｂ　せんせん

Ａ　じじゅう

Ａ　さんい

Ａ　じゃくおん

Ｂ　さんみ

Ａ　さゆう

Ｂ　よわね

再来

先先

自重

様様

三位

左右

弱音

Ｂ　とかく
⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

Ｂ　さまざま

Ａ

Ｂ

出店
Ａ　しゅってん

Ｂ　でみせ

短文作り 選んだ漢字：

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。



漢字

【中学校国語ワークブック】
学習日：　　　　月　　　日（　　　　）

中学校国語　№135

①

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

年 組 氏名

Ａ 「銀」の古い呼び方。
白金

Ａ 自分のものにすること。手に入れること。
取得

Ｂ

Ｂ 原子番号78の金属。プラチナ。

長所。

Ａ 企業などにおける人材の配置。

Ｂ しぐさや顔色で伝わる気配。

Ｂ 他人のこと。

Ａ バットやクラブなどを練習のために振ること。

Ｂ パーティーなどで、立ったまま食べる形式。

Ａ 言い直し。

Ａ

相手に対して、斜めに体を向けること。

Ｂ

Ｂ

百合
Ａ 約18リットル。

Ｂ

二つの言葉。

からだの半分。

短文作り 選んだ漢字：

Ａ

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け10

Ｂ

⑤

⑥

⑦

③

④

立食

二言

半身

素振

②

植物の名。
⑧

人事

蕎麦やうどんなどを立ったまま食べること。Ａ



漢字

Ａ

Ｂ

百合
Ａ　ひゃくごう

Ｂ　ゆり

短文作り 選んだ漢字：

⑥

⑦

⑧

①

②

③

④

⑤

Ｂ　はんみ

取得

白金

人事

素振

立食

二言

半身

Ｂ　ふたこと

Ａ　はんしん

Ｂ　りっしょく

Ａ　にごん

Ｂ　そぶり

Ａ　たちぐい

Ｂ　はっきん

Ａ　じんじ

Ｂ　ひとごと

Ａ　すぶり

解答・解説シート【中学校国語ワークブック】

Ａ　しろがね

年 組 氏名

［漢字の読み分けシリーズ パートⅡ］　漢字の読み分け10

Ｂ　とりえ

ヒントをもとに次の①～⑧の漢字を読み分けましょう。また、どれか一つを選んでＡＢそれ
ぞれの読み方になるように短文を作りましょう。

読み方 ヒント（意味）

Ａ　しゅとく

学習するみなさんへ：

ヒントをもとに正解することはで
きましたか？
このように漢字でできている言葉
の中には、意味や使い方によって
読み方が変わるものがあります。
ふだんから「言葉」に興味を持ち、
言葉の面白さを体験してください。
また、短文を作ることはその言葉
を「自分の使える言葉」にするこ
とにつながります。

また、今日の問題のほかにもこう
いった言葉がないか探したり、選
んだ言葉以外でも短文を作ってみ
たりするとさらに学習が深まりま
すよ。
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